




であり、週刊園芸新聞『ザ・ガーデン（The Garden）』（ 1871-1927 ）を創刊した
園芸ジャーナリストとしても知られる。彼がその主著の一冊『ザ・ワイルド・




















（土屋昌子訳、2008 年、平凡社）の訳注「*2 」（ 32 ページ）も参照。
4 この点が別稿（注 1 参照）での議論の主要な焦点となる。この問題がロビンソンの「ワイル
ド・ガーデン」をテーマに選ぶ強い動機となった。
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Robinson, W., 1870. The Wild Garden: or, Our Groves & Shrubberies Made 
Beautiful by the Naturalization of Hardy Exotic Plants. With a Chapter on 











　第 5 版（ 1895 年）7 では、「野草の庭」の章が復活し、タイトルは次のように
すっきりしたものとなった。
The Wild Garden or the Naturalization and Natural Grouping of Hardy 







6 “being one way onwards from the dark ages of flower gardening, with suggestions for the 
regeneration of the bare borders of London parks”. Bisgrove (2002)のpp.79-80による（後述の
注 16 参照）。
7 Sagapress/Timber Press刊（1994 年）のファクシミリ版。



















イルド・ガーデン」を提唱した理由などが書かれている（日付は「 1881 年 5 月





8 Charles Quest-Ritson,2001. The English Garden: A Social History.のp. 217。
9 正式には「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」。
10 Sagapress/Timber Press刊、1994 年
11 Bisgrove (2008)（注 16 参照）は、「第 2 版」でアルフレッド・パーソンズ（Alfred Parsons: 1847-
1920 ）による多数の挿絵が採用されたことの説明（p.79 ）のなかで、「第 2 版」の発行年を
1881 年としつつ、曖昧なところがあり断定できないと但し書きを付している。
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　同書にはまた、巻末の付録Ⅱとして「第 8 版（ 1932 年）のためのロビンソン
のメモ」が収録されている（ 313 ページ）。そこには「ワイルド・ガーデンの起
源」というべき逸話が紹介されている。
12 『ジーキルの美しい庭』（注３を参照）の第 9 章の冒頭部とそこに付された訳注（ 108 ページ）
を参照されたい。　
13 この「新版」は、Allan, Mea (1982) （後述の注 14 ）のp.173によれば、1894 年に出た「第 4 版」で
ある。　
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　ワイルド・ガーデンというアイデア……を最初に思いついたのは、

















国レディング大学のビスグローブ 15 が新しいロビンソン伝 16 を出版した。ま
ずは彼の経歴をざっと一瞥しておこう。
　ロビンソン（William Robinson: 1838-1935 ）はアイルランド生まれ。風景式
庭園の徒弟としてガーデナーの修行を積み、いくつか職場を変えた後、1861
年にイングランドに移って、ロンドンのリージェント・パークの一画を占め
14 Allan, Mea, 1982. William Robinson 1838-1935: Father of the English Flower Garden. Faber 
and Faber Ltd.　
15 Richard Bisgrove (1944- )。英国の造園家で庭園史研究者であり、『ジーキルの美しい庭』（注
３参照）の底本の編者でもある。2004 年度ＲＨＳヴィーチ記念メダル受賞。
16 Bisgrove, R., 2008. William Robinson: the Wild Gardener. Frances Lincoln.
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園とアルプスの高山植物を熱心に調査し、1868 年に『Gleanings from French 
Gardens』、翌年に『The Parks, Promenades, and Gardens of Paris』を刊行し、そ





















17 この協会とその植物園については、『園芸文化』第 4 号（ 2007 年）掲載の拙稿「英国19 世紀の
園芸雑誌の研究──ガーデニング文化の大衆化の視点から」の注 27を参照されたい。　































る：Scott-James, A., 1981. Cottage Garden. Penguin Books.）。　































る：Scott-James, A., 1981. Cottage Garden. Penguin Books.）。　



























19 シドニ ・ースミス（Sydney Smith: 1771-1845 ）は英国の聖職者で、随筆家として名高い。ここ
での引用の出典は確認できていない。　






















































































20 フランシス・ベーコン『随筆集』第 3 版（ 1625 年）の第 46 章「庭園について」の一節（成田成寿
訳が『世界の名著』第 20 巻、中央公論社刊に収められている）。　






































































23 新妻昭夫（ 2005 年）「資料紹介：フローラの娘たち」、『園芸文化』第 2 号：71～84 ページ。
24 新妻昭夫（ 2008 年）「J・S・ヒバード（園芸ジャーナリスト）の生涯・Ⅰ──“都会のなかの田
園”」、『園芸文化』第 5 号：50～65 ページ。　





























































































「およそ1 世代前……」からの部分）と、そして 6 項目の箇条書きであり、この
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ト100 」にあげられ、英国で大きな問題となっている 28 からである。イタドリ
は「庭の邪魔者となる傾向」のある厄介者との認識が、当時からあったことを
ロビンソンの文章から知ることができる。
























28 このイタドリの問題が、この助成研究とくに別稿（注 1 参照）の主要な動機となった。
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が推奨する英国産野草のカタログは「London Catalogue of British Plants」。発
行元はPamplinだったが、1870 年にはロンドンのソホー地区のDulauから発行











が出た。Horwood, Catherine, 2007. Potted History: The History of Plants in the Home. Frances 
Lincoln Limited























31 英国でふつうに見られ、英名で「English elm」と呼ばれるオウシュウニレ（Ulmus procera）
のDNAを解析した最近の研究は、このニレが 2000 年前にローマ人によってイベリア半島
経由で英国に持ち込まれた、単一のクローンに由来することを明らかにしている（Gil L. et 
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Flower Garden）』（ 1883 年）35 でも例にあげられ、また第二版から登場したア
ルフレッド・パーソンの多数の挿絵のなかで、今日もっともよく紹介されて
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